
 

 

 

 

 

１学期が明日で終わります。みなさんにとって、どんな１学期でしたか？ 充実した日々が過ごせましたか？ 

みなさんは学活の時間を使って１学期の振り返りをしたと思います。自分から見た自分自身の成長や課題に向き

合いました。また、三者懇談会では、担任の先生や教科の先生から、みなさん一人一人の成長や課題を話しても

らったことと思います。２つの振り返りから見えてきたことを整理して、夏休みを迎えましょう。夏休みは４２

日間もありますので、長所や可能性をより伸ばし、課題を克服するための時間が十分とれます。規則正しい生活

をし、自主的に、計画的に、そして楽しみながら、自分を高め、磨いていく、そんな夏休みにしてください。 
 

● １学期を振り返って   
入学式や始業式で、次のような話をしました。覚えていますか？ 

 
① 「過去が現在に影響を与えるように 未来も現在に影響を与える」という言葉があるように、夢や目標を持

ち、その実現に向けて努力を続けることが大切。未来の自分を想像し、それに近づくための努力をしてほしい。 

② 「あいさつ、ありがとう、ごめんなさい」などの人と人をつなぐ言葉を大切にしてほしい。 

③ 授業に集中して臨み、粘り強く取り組んでほしい。知識だけでなく、考える力、表現する力、判断する力、

想像する力など、いろいろな力を身につけてほしい。 

④ 自分の良さ、周りの人の良さをたくさん見つけてほしい。自分の良さに気づく人はそれが自信となり、いろ

いろなことにチャレンジできる。他人の良さに気づける人は、より良い人間関係が築ける。自分や他人の良さに

気づける人は、仲間とともに困難に立ち向かうことができ、困ったときは誰かが手を差し伸べてくれる。 
 
この４つの観点で１学期のみなさんの様子を振り返ってみます。 

②については、とても気持ちの良いあいさつができる人が本当にたくさんいま

す。学校を訪れたお客さんや地域の方、保護者の方が、みなさんのあいさつに感

心し、元気がもらえると笑顔で嬉しそうに話してくれました。素晴らしいことで

す。みなさんの良さです。この良さがが学校の雰囲気を作り、学校の文化となっ

ています。これからもお互いが良い気持ちになれるあいさつを続けましょう。 

③については、朝の読書の様子や授業を受けている様子を見ていて、ほとんど

の人がしっかりと教材と向き合い、じっくり考え、粘り強く取り組んでいる、そ

んな様子がいつも見られました。コロナ禍につき、グループ活動や班での話し合

いの時間を十分に確保することはできませんでしたが、隣の子と教え合ったり、

意見を交わし合ったりする様子をたくさん見ました。学ぶことは楽しいことで

す。そして、仲間と共に学ぶことはとても楽しいことです。２学期以降も授業に

集中して、みんなで主体的に学んでいきましょう。 

④についてです。休み時間や昼休みにすれ違うみなさんの表情は、とてもにこ

やかで穏やかです。これは学校生活が充実しており、友達と良い関係が築けてい

るからのことだと思います。また、修学旅行や自然教室では、班員や同部屋の仲

間と楽しそうに活動したり、談笑したり、また、困っていたり体調のすぐれない

仲間を気遣う姿をたくさん見かけました。切り替えも早く、ルールを守り、マナ

ーよく活動していました。みなさんの良さをたくさん見ることができ、集団の質

の高さを感じました。２学期もみなさんの素敵な姿をたくさん見たいと思いま

す。みなさんも友達の良さをたくさん見つけてください。 

最後に①についてです。これについてはみなさんの内面のことですから、自分で振り返ってください。夏休み

は普段よりも時間が十分とれます。「中学校卒業後、自分がどうなっていたいか」「２０歳頃の自分は、どんなこ

とに向かって進んでいるのか」等、未来の自分を想像（イメージ）してみてください。そして、そうなるために、

今何をすることが大事なのかよく考え、実行し、未来の自分を創造（クリエイト）していきましょう。 

 

 

 

四日市市立山手中学校 学校通信 

いいぬなし青葉 
令和４年７月１９日 

第８号 

校長 山下英樹 

３年生の多くのみなさんが「高校生活入門講座」等に参加すると聞いています。卒業後のイメージをより具体的なものに

するためにも、よく見て、感じてきてください。山手中学校のＨＰには、多くの高校のＨＰへのリンクがしてあります。ス

マホの場合、ＰＣ画面に切り替えた上で、「メニュー」➡「進路」と進んでください。３年生のみなさんはもちろんです

が、１・２年生のみなさんも、どんな高校があるのか、どんな特色があるのか等、夏休み中に調べてみましょう。 



● 小さなことを積み重ねることが、とんでもないところへ行くただ一つの道   

みなさんは、「イチロー」という野球選手を知っていますか？ イチロー選手は、

日本のプロ野球だけでなく、アメリカのプロ野球でも大活躍した選手です。プロ

野球における通算安打世界記録や、日米通算で最多試合出場記録を持っています。

打撃だけでなく、守備、走塁も優れていた記録と記憶に残る素晴らしい選手です。 

２００４年、イチロー選手はそれまで８０年以上も誰も越えられなかったそれ

までのアメリカの年間安打記録を破りました。【イチロー選手の記録は１年間に２

６２安打 それまでの歴代１位の記録は２５７安打でした。】  

その時の記者会見でイチロー選手から「小さなことを積み重ねることが、と

んでもないところへ行くただ一つの道」という発言がありました。実際、イチロー選手は一見すると地味なス

トレッチや準備体操、キャッチボールやバッティング練習など、毎日の日課を確実に丁寧に行ってきました。す

ごい記録を達成できたのは、こういった小さな努力をコツコツと積み重ねた結果であるということです。 

21日から42日間の夏休みが始まります。どんなことでもいいので、丁寧にコツコツと積み重ねてみましょう。 
   

 ■■ 保護者の皆様へ ■■  １学期、ありがとうございました。   
 ５月後半から６月前半にかけてはコロナウイルスの新規感染者数はかなり減っていましたが、７月１４日には

三重県の新規陽性者数は過去最多となりました。臨時休校およびリモート学習となった昨年９月の感染者数を大

きく上回っています。７月に入ってから市内の小中学生の陽性者数はかなり増えており、学級閉鎖、学年閉鎖と

なった小・中学校が多数あります。そんな中、大きなこともなく１学期を終えられそうで、とりあえずほっとし

ています。特に、１年生の自然教室や３年生の修学旅行において、これだけの大人数で宿泊し、２日間もしくは

３日間の全行程を最後まで無事にやりきれたことは、子どもたち一人一人の行動

のセルフコントロールや協力に加え、各家庭での感染症対策の徹底や健康観察に

ご協力いただいた結果と深く感謝しております。本当にありがとうございまし

た。２学期以降もコロナの状況が急に好転することは考えにくく、感染対策は必

要であると思われます。子どもたちの安心・安全を優先しながら、できる限りの

教育活動を行っていきたいと考えています。ときにはご無理をお願いすることや

急な変更が出てくるかもしれません。ご迷惑をおかけしますが、今後とも保護者

の皆様のご理解、ご協力をお願いします。 
   
               

● 四日市市教育委員会主催 中学生スピーチコンテスト「THE BENRON」が、８月２７日(土)の午後、四日市市総合会

館で行われます。本校から、３年生の大塚 翔さんが出場します。 

● 夏休み中の学校の電話対応は平日の８時３０分～１７時です。学校（330-0046）に連絡等がある場合は、この時間

帯にお願いします。なお、土日祝日および８月１０日（水）～８月１６日（火）の学校休校日は、学校の電話はつな

がりません。コロナウイルス感染等、緊急の場合は、平日の９時～１７時は四日市市教育委員会（354-8252）へ、休

日の９時～１７時はコロナ専用電話（090-7916-0861／080-2642-0967）へご連絡ください。部活動の欠席連絡等はＨ

＆Ｓをご活用ください。 

● 交差点での飛び出しが原因である小中学生の交通事故が市内で多数起きています。本校でも交通事故にあった生徒

が何人かいます。幸い大事には至っていませんが、少し違っていたら、大きな事故となっていたのではと思われるケ

ースもあります。夏休み中は外出する機会も多くなりますので、交通事故には十分気をつけるようにお話しください。

特に「交差点での一旦停止」と「左右の確認」です。 

● 夏休みは自由な時間がたくさんあるため、生活リズムが崩れやすくなります。スマホやゲームにどっぷりつかって

しまい、昼夜逆転してしまうというケースもよくあります。また、ＳＮＳに関わるトラブルも多くなる時期です。お

子さまのスマホ等の使用についての約束の確認や使用状況の把握をお願いします。ＳＮＳトラブルについては学校通

信６号でも紹介しました。右のＱＲコードから学校ＨＰの学校通信のページにリンクしますので、ご覧いただきます

ようお願いします。さらに本日「早ね早おき朝ごはん＋メディアの使い方チェックデー」というリ

ーフレットを配付しました。メディアの使い方のルールを家族で相談して決めるという内容があり

ますので、ぜひ、ご活用ください。加えて、学校からお渡ししているタブレット端末は学習用です。

子どもたちには使用目的等を説明してありますが、ご家庭でもご確認いただけると幸いです。 

● 中体連三泗地区予選や県大会、コンクール等の結果等は、随時ＨＰで紹介していきます。ご覧く

ださい。 

●● お知らせ・お願い ●● 
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